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概 要

橋本道路垂井高架橋上部工事において、ひび割れ等の損
傷が発生しており、かしが認められるため工事施工業者に
対し、撤去・再構築によるかし修補請求を行いましたのでお
知らせします。
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橋本道路垂井高架橋上部工事におけるかし修補請求について

◇ 平成１３年１月２９日付け契約の橋本道路垂井高架橋上部工事におい

て、平成１５年１０月頃にひび割れ等の損傷（工事目的物のかし）が認めら

れ、施工業者及び近畿地方整備局による調査を経て、平成１７年５月より

土木学会コンクリート委員会による「垂井高架橋損傷対策特別委員会」が

開催され、９月１２日に中間報告として発表されました。

◇ 同委員会は、「一般的には撤去・再構築による方法があるが、本委員会

ではこれまでに得られた調査や解析結果をもとに技術的見地からの対策

シナリオを設定し、補修・補強対策をまとめた。」としており、「補修・補強」

による損傷対策には、①「対策後には、通常実施される定期点検に加え、

載荷試験、モニタリング、ひび割れの追跡調査、表面保護工の再施工に

ついて維持管理計画に盛り込むことを提案した。特に、モニタリング技術

を採用し、変状を常時監視できる対策を講じるものとするほか、主桁外面

のひび割れの進展状況が容易に点検できるように対策を講じる。」②「施

工時の状況が不明な点や骨材の長期的な品質などには不確定な要素が

あり、将来、さらに対策が必要となることは否定できない。」と記載されて

います。

◇ これらの中間報告の内容を検討した結果、かし修補請求については、

補修・補強による対策では、契約の目的が達せられないため、既設高架橋

上部を撤去して、改めて建設せざるを得ないと判断し、工事請負契約書に

定めたかし担保条項に基づき、施工業者である日本高圧コンクリート株式

会社に対して請求を行いました。

◇ なお、詳細な工事工程等については、今後、明らかになった段階でお知

らせします。


